
右側面
職員による事前準備

目安時間：
IPX1-4 ／ 30分間
IPX5-6 ／ 1時間

準備項目：
・槽外の組み立て準備
・槽内部品の装着
・流量調整
・バルブ開閉
・タンクへの給水

試験選択スイッチ
揺動角度スイッチ

流量表示計
(IPX5)

流量表示計
(IPX6/IPX6K)

試料回転スイッチ
揺動スイッチ
ポンプスイッチ
滴水準備スイッチ
時限運転スイッチ

正面扉

排水バルブ

給水バルブ

異常灯

セーフティセンタ

室内灯スイッチ
停止スイッチ
運転スイッチ

正面

試験切替バルブ
（IPX1/IPX2）

流量調整器
（IPX1/IPX2）

流量調整器
（IPX4K）

試験切替バルブ
（IPX3/IPX4）

試験切替バルブ
（IPX4K）

試験器の説明と事前準備



① 停止スイッチを押す

② 余裕があったら元栓を止める

③ 職員を呼ぶ

非常時の対応

停止スイッチ

元栓

装置背面



運転フローチャート IPX1・IPX2
選択スイッチを選択

（試料回転台正転・反転）

運転時間計をリセットする

IPX1,IPX2試験選択スイッチを押す

ポンプスイッチを押す

試験品を設置する

運転スイッチを押す

試験開始

流量計の値を
確認する

※試料回転台の方向転換は
必ず運転が停止している
状態で行う。

IPX1 : 1rpmで10分間
（正転を推奨）

IPX2 : 滴水中の回転なし
2.5分試験を設置向き
変えて4回行う

各規格の設置方法は
裏面を参照。

1.15 L/min0.45 L/min

IPX2IPX1

値がずれている場合は
装置右側面の調整器で
試験にあわせて調整する。

停止スイッチを押す
時限設定による自動停止
又は停止スイッチを押す。

滴水準備スイッチを押す

約5分後に自動で
滴水が停止。

調整器

装置右側面の試験切替バルブを開閉

IPX1
IPX1用：全開
IPX2用：全閉

IPX2
IPX1用：全閉
IPX2用：全開

IPX2用切替バルブ

IPX1用切替バルブ

※以下はIPX2用の設定

選択したIPの槽内部品
（裏面参照）であることの確認

試料回転スイッチを押す

時限運転スイッチをONにする

試験時間設定器
で10分を設定

試験時間設定器
で2.5分を設定

IPX1 IPX2

リセットキー



試験品設置方法 IPX1・IPX2

出典：スガ試験機 取扱説明書



運転時間計をリセットする

選択スイッチ（揺動角度）

運転スイッチを押す

試験開始

圧力計の値を
確認・調整する

IPX3 : ±60°
IPX4,IPX4K : ±160°

0.4 MPa0.07 MPa

IPX4K

IPX3,4

停止スイッチを押す
時限設定による自動停止
又は停止スイッチを押す。

試験品を設置する

各規格の槽内部品・
設置方法は裏面を参照。

ポンプスイッチを押す

チューブ揺動スイッチを押す

装置右側面の試験切替バルブを開閉

IPX3,IPX4
IPX4K用：全閉
IPX3,IPX4用：全開

IPX4K
IPX4K用：全開
IPX3,IPX4用：全閉

運転フローチャート  IPX3・IPX4・IPX4K

IPX3,IPX4用切替バルブ

IPX4K用切替バルブ

※以下はIPX4K用の設定

値がずれている場合は
装置正面の調整バルブで
試験にあわせて調整する。

圧力計 調整バルブ

IPX3,IPX4,IPX4K試験選択スイッチを押す

選択したIPの槽内部品であることの確認

※回転台の
回転は任意

試験時間設定器で１０分を設定

時限運転スイッチをONにする

リセットキー
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運転スイッチを押す

試験開始

装置正面流量計を
確認・調整する

75 L/min100 L/min

IPX6K
IPX6

停止スイッチを押す時限設定による自動停止
又は停止スイッチを押す。

試験品を設置する

各規格の槽内部品・
設置方法は裏面を参照。

ポンプスイッチを押す

試験機正面下部の排水バルブを開く

運転フローチャート  IPX5・IPX6・IPX6K

装置正面のIPX5（又はIPX6又はIPX6K）用
試験選択スイッチを押す

ダクトの試験切替バルブと放水ノズルを
試験規格に合わせる

12.5 L/min

試験切替バルブ

放水ノズル

排水バルブ

値がずれている場合は
タンクユニットの
調整バルブで
規格にあわせて調整する。

調整バルブ
（IPX5用）

調整バルブ
（IPX6K用）

調整バルブ
（IPX6用） IPX5

選択したIPの槽内部品であることの確認

試験時間設定器で３分を設定

時限運転スイッチをONにする

試験品は背面から入れる

リセットキー

運転時間計をリセットする
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